
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

「期末手当が月の補填になっているという位置付けは認識している」 

「安定的な支給という観点も判断する上で必要であると考えている」 

「安定的な支給で社員の生活の安定につながるということも踏まえ判断」 

「業績連動みたいなデジタルに会社業績が支給額に連動するような

制度を当社は採っていない」      
 

安定支給は社員の生活の安定のため・・・  
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８期連続の増収増益のなか支払い体力はあるとしつつも

期末手当は安定的に支給 

その結果・・・毎年、最終利益から配当等を除いた額を 

「利益剰余金（内部留保）」として蓄積 

その額は単体で「２兆９１２億円」（２０２０年度第１四半期末） 
 

 

 

 
 

 

（東日本ユニオンメールに寄せられた声） 
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※2014、2016、2020年度の夏季手当は月数に換算 

 私たちは覚えています！ 

 

 

 


